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本書に誤り等がありましたので、以下に訂正いたします。 

今後も追加される可能性がありますので最新の正誤表については、（財）日本建築センターホームページ（http://www.bcj.or.jp/）からご確認下さい。 
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該当箇所 
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80 表 6.1.5 の№

④ 計算式

Ⅰ④ の積分
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104 下から 12 行目

（7.6）式 
6

2b
e  のとき       

6

2b
e  のとき 

149 上から 5行目 
 qa1=1/Fs{qd･Ab＋Σ(τdi･hi)･Ls}/Af=2173kN/m

2
 qa1=1/Fs{qd･Ab＋Σ(τdi･hi)･Ls}/Af=2204kN/m
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160 
下から 14 行

目 
（φ＝ 20・N＋15＝28度） （φ＝ 20・N＋15＝32度） 

269 (4.2.3)式   SqfqrrccSde F/NDiBNicNiF/qq 21 γβγα   

* fD を 'D f に訂正（ 'D f は図 4.2.1 の H に相当する寸法です。p.58 の 'D f と同じです。） 

  SqfqrrccSde F/N'DiBNicNiF/qq 21 γβγα   

271 
下から 4 行目

（4.2.6）式 

 

 

 

 

301 下から 4 行目 養生日数 7 日   養生日数 3 日 

362 

上から 5 行目 鉛直応力 qc  鉛直応力 qp 

上から 11 行目 （資 1.7.18） 式を代入すると （資 1.7.17）式を代入すると 

上から 12 行目 
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478 下から 11 行目

及び 10 行目 
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※ udq を ufq に訂正 
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